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１【提出理由】

　当社は、平成26年8月1日開催の臨時取締役会において、当社の完全子会社であるJCM American Corporation(本社：米

国ネバダ州)の下に設立する孫会社を通じて、FL Acquisition Holdings,Inc.（本社：米国デラウェア州）から、同社が

100％株式を保有するゲーミング市場向プリンター機器（スロットマシンに使用するチケットのプリンター・ユニット）

の製造・販売会社であるFutureLogic Group,Inc.（以下「フューチャーロジック社」）を、LLC（合同会社）へ転換した

上で、全持分を取得（以下「本件取得」）する契約の締結につき決議しましたので、金融商品取引法第24条の５第４項及

び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第16号の２の規定に基づき、臨時報告書を提出するものであります。

 

 

２【報告内容】

（１）取得対象子会社に関する子会社取得を決定した機関

平成26年８月１日の当社取締役会において子会社取得を決定しています。

 

（２）取得対象子会社に関する子会社取得を行う連結子会社の名称、住所及び代表者の氏名

①名称　　　　　　JCM Innovation Corporation（新設）

②住所　　　　　　925 Pilot Road, Las Vegas, NV 89119, USA

③代表者の氏名　　代表取締役社長　礒井昭良（当社常務取締役）

 

（３）取得対象子会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

①商号　　　　　　FutureLogic Group,LLC.

②本店の所在地　　425 East Colorado Street, Suite 100, Glendale, CA, 91205, USA

③代表者の氏名　　CFO　Tony Shepherd

④資本金の額　　　１米ドル

⑤純資産の額　　　19,949千米ドル

⑥総資産の額　　　26,297千米ドル

⑦事業の内容　　　FutureLogicグループの事業（プリンター・ユニットの製造・販売）管理

（注）取得対象子会社のLLCへの転換手続が終了しておりませんので、上記⑤及び⑥は転換前の数値を記載しており

ます。

 
  
（４）取得対象子会社の最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益、経常利益及び純利益

（単位：千米ドル）

決算期 2011年12月期 2012年12月期 2013年12月期

売上高 43,959 43,095 47,210

営業利益 8,322 4,262 8,495

当期純利益 6,399 2,584 5,788
 

（注）１．取得対象子会社のLLCへの転換手続が終了しておりませんので、転換前の業績を記載しております。

２．取得対象子会社は米国会計基準に則り財務諸表を作成しており、「経常利益」に該当する項目がないた

め記載を省略しております。

 

（５）当社及び連結子会社と取得対象子会社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

資本関係　　　　当社及び連結子会社と取得対象子会社との間には、記載すべき資本関係はありません。

人的関係　　　　当社及び連結子会社と取得対象子会社との間には、記載すべき人的関係はありません。

取引関係　　　　当社及び連結子会社と取得対象子会社との間には、記載すべき取引関係はありません。

 

（６）取得対象子会社に関する当社連結子会社の子会社取得の目的

当社は、1955年の設立以来、金銭処理に関わる製品の開発、製造及び販売を行っております。アメリカ、ドイ

ツなど世界の主要国に拠点を設け、カジノを初めとするゲーミングや、金融、流通、交通など幅広い業界に向け

て、貨幣処理業務の省力化、貨幣の公正な流通確保に貢献することにより、社会の治安、人と貨幣の信頼関係を

維持する事業活動に取り組んでおります。

一方、フューチャーロジック社は、その子会社６社と合わせて、ゲーミング市場向けプリンター・ユニットの

主要な供給元として、世界のゲーミング業界を代表するトップクラスの企業であります。
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現在、ゲーミング市場におけるスロットマシンでは紙幣識別機ユニットとプリンター・ユニットをセットで搭

載し、都度硬貨を使用せずにプレイできるTITO（Ticket in ticket out：チケット・イン・チケット・アウト）

システムが主流になっております。

本件取得により、当社グループはスロットマシンの主要機器である紙幣識別機ユニット、プリンター・ユニッ

ト双方のラインナップを整えることで、ゲーミング市場における総合コンポーネントサプライヤーとしての地位

を確立し、グローバルベースでのサービスとサポートの提供が可能となります。

併せて、両社の技術力の融合により、将来的にさらに高機能なシステムの開発も可能になるものと期待してお

ります。

なお、本件取得のスキームは、当社グループが、本件取得対象企業の有利子負債について引き継がない、いわ

ゆるデットフリー・キャッシュフリー取引であります。デットフリーを実現するために、フューチャーロジック

社は、LLCへの転換を含めたグループ企業内の組織再編を行い、当該転換手続完了後に当社グループが対象企業を

取得いたします。

 

（７）取得対象子会社に関する子会社取得の対価の額

FutureLogic Group,LLC.の持分取得額　70.6百万米ドル

アドバイザリー費用等（概算額）　　　 1.6百万米ドル

合　　　計　　　　　　 72.2百万米ドル

（注）取得対価の額は、出資完了日における運転資本、現預金の増減等により調整がなされます。

 

以　上
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